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味 と分子構造 Π.砂 糖

(表紙説 明 )

靱
'オ

唐 (SucrOse)|ま 6員環

と 5員 環 とが右図のように酸

素原子で結合 したものだが ,

その結晶内の分子 は表紙図に

示すようになっている。有機

化学の複雑な反応 と論理 とに

よって得 られた結果がまさに

ピタリとあっているのは感服

する。図は上下共に立体鏡で

見れば明 らかなように (馴 れ

ると眼を細めて見るだけでも

立体化する。)砂糖の分子 を異

った方向か ら見た もので,連
結の酸素原子のまわ りに 2個

の環が互に ぐらぐらするのを

防 ぐために O‐ H… Cの水素結

合で巧妙におさえている。

図は G.M.Brown,H.A.
Levy,〔Acta Cryst.(B)2
790(1973)]の 中性子線回析

の結果である。

砂糖がなぜ甘いか。それ と分子構造 との関係はまだわ

か らない。これよりずっと甘いサ ッカ リンは,は るかに

簡単な平面的な分子構造 を持っている。最近 では砂糖 よ

り3000倍 も甘い純粋蛋白質 もとり出されているといわれ ,

甘さの科学は未開その ものである。

毎号の表紙の図は広報のために特にプロッ トしている。

これは約一万種類の結晶についてどれでもまた誰でも比

較 的簡単 に出来 る。 まづ TSS端 末か らの検 索に よって

しucrOseの最新 デー タの コー ドが SUCROS04で あ るこ

とを知 る。次 に

// XCALC  GLUCOS04
@ PLOT
// XPLOT
@ Y -80.
@ Z  l160.
@ T       20.
@ P         l
とい うよ うな簡単 な指令 を与 え,大型計算機 セ ンターの

i三;i〔il::;ち :そ倉[う[1言[li曇警:。
して くれる。上の指令でY,Zは分子 を回転させてちょ

うどよい方向に持って行 く操作, Tは縮尺を示す。これ

らのプログラムは T00L‐ IR〔山本毅雄,(大型計算機セ

ンター助教授),根岸正光 (経済学部大学院 )〕,XCALC
〔野上法正 (理学部大学院 )〕, CHEMOGRAMの一部

〔米田幸夫 (工学部教授 )〕 , ORTEP〔 C.K.」。hnsOn

(Oak Ridge National LabOratory)〕, XPLOT 〔飯高

洋一 (薬学部教授 )坂牧俊夫 (物性研助手 ))の 各氏の合

作になるものであ り, 最終的には XCALC,XPLOTに
よった。これ らの方々に感謝の意 を表する。また実際の

仕事 をや って頂いている大型計算機センターの三科淳君

に謝意 を表 したい。読者の申で何かこうい う物質の結晶

中の分子構造が知 りたいとい う方は一応小生に連絡の上

どんどん自分で描いて頂 きたい。

(島 内武彦 )
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